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Judicious, Creative, or Adventurous Spirit 
千野 直仁 

 

 昨年の行動計量学会大会では私を名誉会員にお

選びいただき，大変恐縮しています．振り返れば，

私は修士時代から行動計量学会に参加させていた

だいており，朝野煕彦先生（会報170号）と同様

半世紀の間この学会にはお世話になっています．

当初は（故）林知己夫先生や（故）柳井先生など

のうしろ姿を拝見しながら，自分はこの学会で本

当にやっていけるのだろうかと不安を覚えながら

参加・発表していたものでした．その後6年ほど

でBehaviormetrikaに，その当時は世界的に見て

も未だ手を付けている研究者が非常に少なかった

中で，非対称 MDS の初等的な方法についての論

文 (Chino, 1978）を発表できて，ようやくこの学

会で何とかやっていけるのではないかと思えるよ

うになりました．また，行動計量学会は，植野真

臣先生（会報 168 号）も書いておられるように，

文系から理系までの学際的な研究者の集う学会で，

いわば開放系であり，クラウジウス流のエントロ

ピーは本来減少することはあっても増大すること

はないものと考えてきました．さらに，植野先生

（会報168号）によれば，林知己夫先生はデータ

サイエンスの理念を，「単に統計学，データ解析や

その関連手法を統合した概念のみでなく，その結

果を含む，データサイエンスの目的は，複雑な自

然，人間，社会的現象をデータから様々な手法を

用いて隠れた構造や特徴を発見する」こと，と考

えておられたとのことで，これに賛同する多くの

行動学会会員の皆さんは，日々この理念に沿って

研究を進めておられるものと思います．私自身も

若いころ，林先生の「数量化の方法」や西里静彦

先生の「質的データの数量化」などの著書を読ん

で，数量化の面白さに感動を覚えたものです． 

 しかし，長年行動計量学会で発表する中で，と

りわけ私が長年取り組んできました非対称現象に

関しては，果たして様々な手法を用いて隠れた構

造や特徴を発見するだけでよいだろうか，という

思いが徐々に大きくなっています．といいますの

は，多くの現象，とりわけ非対称現象は，その背

後に隠れた構造だけではなく構造を構成する要素

間のダイナミックスが存在しているはずで，構造

とダイナミックスを統一的に把握する理論ができ

れば，どんなに楽しいであろうか，と思うように

なってきました．このようなわけで，現在2年越

しで「非対称相互作用の構造とダイナミックス」

なる（英語の）著書を執筆中です．しかし，この

テーマは奥が深く，私の力では未だ研究は入り口

にたどり着いた段階でしかありません．この著書

が出版された暁には，内外の計量心理学，行動計

量学，多くの生命科学の分野，さらには数学者に

よってこの研究をさらに発展させていただければ，

と思っています． 

最後に，上記のような私の研究歴を振り返ると

き，今から20年ぐらい前だったと思いますが，行

動計量学会の大会で江崎玲於奈先生がお話しされ

たことを思い出しました．彼は，学会の懇親会か

どこかで，研究者には judicious mind の持ち主

と creative mind の持ち主の２つがあり，「皆さ

んの多くは judicious mind の持ち主でしょうが，

研究者には creative mind も重要である」との趣

旨のことをお話しされました．ノーベル賞受賞者

の江崎先生でしかなかなか言えないことでしょう

し，当時はそれをお聞きして納得したものでした．
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翻って私自身などは，それらのいずれも持ち合わ

せていませんが，少なくとも adventurous spirit 

は持っているのでは，と思っています．なぜなら

ば，私は 1970 年代の後半に収集しました高校生

のあるクラスの2時点でのソシオマトリックスに

対して，最初の論文で開発した私のモデルをあて

はめて得られた2時点の成員の布置を眺めていて，

布置の変化を記述できる数学的モデルの構成は可

能なはずだと思い，この 50 年間その問題の解決

を求めて先の見えない冒険の旅をしてきましたが，

後期高齢者になった現在も未だ完成していません

が，それでもいまだに飽きることなく続けている

からです．このような研究の姿勢と私の能力では，

なかなか論文は書けませんので，会員の皆さんに

はadventurous spirit をお勧めしませんが，私な

りにはこれまで研究を楽しんでやってきました．

このような私に長い間居場所を与えていただいて

いる本学会には大変感謝をしています． 

 

千野 直仁 

（ちの・なおひと） 

愛知学院大学名誉教授 

1970 年 3 月名古屋大学教育学部

教育心理学科卒．1972年3月名古

屋大学大学院教育学専攻科修士課

程修了．1972年4月愛知学院大学

文学部助手．1994 年 博士（教育心理学）名古屋大学．2019

年3月愛知学院大学心身科学部退職．愛知学院大学名誉教授．

2022 年 9 月 千野非対称・カオス研究所個人事業主．現在に

至る． 

 

 

 

日本行動計量学会第51回大会のお知らせ

（第2報） 

大会実行委員長 

 横山 暁（青山学院大学） 

 

前号でお知らせいたしました通り，第 51 回大

会が 2023 年 8 月 28 日（月）～31 日（木）に青

山学院大学青山キャンパスで開催されます． 

大会のウェブページの公開および各種日程が決

まりましたのでお知らせいたします． 

大会 3 日目の 8 月 30 日（水）には総会ならび

に学会創設 50 周年記念事業としてシンポジウム

および大会懇親会（兼50周年記念パーティ）が予

定されております． 

会員の皆様には是非積極的なご参加ならびにご

周知を賜りますようお願い申し上げます． 

 

○ 大会ウェブページ 

https://conference.wdc-jp.com/bms/2023/ 

 

○ 各種日程 

4/ 3（月） 特別セッション（オーラル（口頭）・

ラウンドテーブル）の企画募集開始 

4/20（木） 大会参加事前申込，一般研究発表申

込，抄録原稿受付，チュートリアルセミナー

参加申込，各種開始 

5/ 8（月） 特別セッション企画募集締め切り 

5/29（月） 特別セッション・一般研究発表 申込

締め切り 

6/16（金） 抄録原稿・著作権譲渡書類 提出締切 

7月中旬  速報版プログラムのウェブ公開予定 

7/28（金） 懇親会申込締め切り（定員に達した

場合は予告なく締め切ります） 

7月下旬～8月上旬 プログラム冊子送付予定 

8/ 1（火）  大会参加（郵便振替）申込締め切り，

事前料金（クレジット） 参加申込締め切り 

 ※8月2日以降はクレジットカードのみ，か

つ一般料金となります 

8/ 4（金） 事前参加費振込み締め切り 

8/28（月）～8/31（木） 第51回大会 
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日本行動計量学会創設 50周年記念事業

のご案内（第一報） 
BMS50周年記念事業委員会 委員長 

 狩野 裕 

 

1973年に創設された当学会は2023年に50周年

を迎えます．創設から半世紀の発展を振り返りつ

つ，22世紀へ向けて更なる発展を目指して記念事

業を実施します．そのメインイベントが第51回大

会3日目（於：青山学院大学，2022年8月30日）に

開催する記念シンポジウムと記念パーティです．

プログラムは現在検討中ですが，ぜひ，大会およ

び記念シンポジウム・パーティーへのご参加をご

予定いただきたくご案内申し上げます．詳細は第

二報とWebでお知らせいたします． 

 

運営委員会より 

 

第 25 回春の合宿セミナーは合宿形式で（オ

ンライン・ハイブリッド）開催！ 

実行委員長 芳賀 麻誉美（大阪経済大学） 

 

第 25 回春の合宿セミナーは，テーマについて

講師や参加者同士で活発な議論を交わして交流を

深めるという設立の狙いに立ち返り，3 年ぶりに

対面の合宿形式で開催いたします．富士の裾野で

美味しい料理と温泉を楽しみながら，2 泊 3 日で

１つのテーマをしっかり学ぶことができます．な

お，合宿形式での参加が難しい方も受講可能なよ

うにオンライン（リアルタイムLIVE）も公開し，

復習用のオンデマンド動画も提供されます．遠方

の方もぜひ参加をご検討ください． 

 

【開催基本情報】 

内容：「その問題，数理モデルが解決します！～人

間行動と社会構造を数理モデルで理解する」 

講師：浜田宏（東北大学大学院文学研究科 教授） 

  小杉考司（専修大学人間科学部 教授） 

開催日時：2023年3 月24 日（金）～26 日（日）  

開催方法：対面合宿とオンライン・リアルタイム

配信（LIVE形式）のハイブリッド 

＊終了後に動画の準備が整いましたら，約 2

週間，復習用のオンデマンド動画が申込者

限定で公開されますので，当日，参加でき

ない場合にも視聴可能です（動画配信は 3

月29日～4月12日を予定しています）． 

会場：東富士リサーチパーク内 TOTO 東富士研

修所／JR 御殿場駅より送迎バス（予定），タ

クシーの場合約 15 分 〒412-0003 静岡県

御殿場市柴怒田747-39 

参加費：準会員（学生）4,500 円，学生非会員

10,000円，正会員（一般）9,000 円，一般非会

員20,000 円 

＊今回，2023 年 3 月 10 日までに新たに入会

申請された方には，会員価格が適用されま

す．（参考：日本行動計量学会年会費 正会

員8,000円，準会員5,000円） 

＊御殿場駅－研修所間の無料送迎バスの乗車

を希望する方は，無料チケットもお申込み

ください． 

＊1 泊での参加チケットや通いでの参加チケ

ットは販売しません． 

セミナー情報URL： 

https://bms.gr.jp/event/seminar/spring/ 

申込ページURL：https://spring25.peatix.com 

 

＜講師によるコース概要説明＞ 

ビッグデータの時代が到来し，大量のデータが

利用可能になったことで，現実世界で何が生じて

いるのかについて，われわれは以前よりも簡単に

膨大な情報にアクセスできるようになりました． 

一方で日々蓄積していく情報を漫然と眺めてい

ても，注目する現象がなぜ生じたのかを理解する

ことはできません． 

しかし適応すべきモデルの存在を知っていれば，

複雑な情報を縮減して世界を理解することに役立

ちます． 

また自分でモデルを作る能力は，問題の解決に

役立ちます．ここでいう「モデル」とは統計モデ

ルだけでなく，現実や行動についての，より一般

的・抽象的な数理モデルを意味します． 

本セミナーでは『その問題，数理モデルが解決

します』『その問題，やっぱり数理モデルが解決し

ます』で紹介した単純な数理モデルを中心に，応

用例も紹介しながら，人間行動や社会構造を理解

する方法の基礎の習得を目指します． 
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＜講義スケジュール（予定）＞ 

3月24日（金） 

・16:00～18:00 チェックイン後，自由時間 

・18:00～19:00 夕食 

・19:00～20:30 講義1 「数学とR環境の確認」

（小杉先生） 

3月25日（土） 

・ 9:00～10:30 講義 2 「数理モデルとはなに

か？インプリケーションと多モデル思考」 

・10:40～12:10 講義 3 「ベルヌーイモデルの

展開：出会いモデルと中心極限定理」 

・12:10～13:00 昼食休憩 

・13:00～14:30 講義 4 「役に立つアルゴリズ

ム：最適停止問題と陪審定理」 

・14:50～16:20 講義 5 「0 円はお得？割引と

プロスペクト理論」 

・16:30～18:00 講義6 「メカニズムデザイン：

マッチングとオークション」 

3月26日（日） 

・ 9:00～10:30 講義 7 「広告効果の微分方程

式モデルと状態空間モデル」 

・10:40～12:10 講義 8 「運か才能か？所得分

布生成モデルとイグノーベル経済学賞」 

・12:10～13:00 昼食休憩 

・13:00～14:30 講義 9 「合成積で作る統計モ

デル」「質疑応答」 

 

2022秋の行動計量セミナー開催報告 

運営委員会委員 鶴見 裕之 （横浜国立大学） 

 

2022秋の行動計量セミナー（実行委員長：鶴見

裕之 （横浜国立大学），副実行委員長：小野滋先

生（株式会社インサイトファクトリー））は，2022 

年11 月12 日（土）～13 日（日）（2日間）に，

オンライン形式にて 90 分×6 コマの集中講義を

開講いたしました．「確率モデルが拓く社会のデジ

タル変革（DX）」をテーマに，産業技術総合研究

所 本村陽一先生，株式会社ビヨンド・ザ・データ 

阪井尚樹先生，株式会社クリアタクト 石田和宏先

生にご講演いただきました．近年注目を集める

“DX”というキーワードがテーマに含まれている

こともあり，約100名の申し込みがあり，盛況の

うち無事に閉幕致しました．素晴らしい講演をし

てくださった先生方，運営にご尽力いただきまし

た芳賀麻誉美先生（大阪経済大学），武藤拓之先生

（京都大学），分寺杏介先生（神戸大学），大森拓

哉先生（杏林大学）に心より御礼申し上げます． 

セミナー参加者の感想 

酒井俊伸（株式会社日本ビジネスプレス） 

私は所属企業のデータサイエンス部にて，自社

メディア，取引先メディアの改善に繋がる顧客デ

ータの収集，分析を業務としています． 

行動計量学会に入会したのは，前回の春の行動

計量合宿セミナーが契機でした．長崎大学の高橋

将宜先生による因果推論についての大変分かり易

い講義を拝聴し，より深く，広く，様々な分析手

法を学んでみたいと思い，入会致しました． 

今回のセミナー開催は，学会のメーリングリス

トを通じて知りました．今回のテーマであるベイ

ジアンネットワーク，確率的潜在意味解析（PLSA）

は，自分で学んだ事はありましたが，一度体系的

に学んでみたいと思っていました．また，春のセ

ミナーが大変勉強になった事も踏まえ，定期的に

自分の知識を増やし，更新するのに春・秋のセミ

ナーは良い機会だと感じ，参加申込みをしました． 

実際に参加してみて，2 日間とも大変勉強にな

りました．特にセミナーの構成が工夫されていて，

良かったと感じました．具体的には 1 日目，2 日

目ともに，まずは本村陽一先生から，DX を中心

に社会が抱える課題，分析手法の発展の経緯と限

界についての解説があり，講義で取り上げる分析

手法がこれからの社会でどう役立つのか，という

説明が丁寧になされた上で，阪井尚樹先生，石田

和宏先生による分析手法の講義を受講しました．

学ぶ意義が明確にされた上での受講だったので，

とても学びやすい構成だと感じました． 

また，今回はオンライン開催でしたが，当日の

一部の時間帯に外せない用事があったため，基本

はリアルタイムで参加しながら，一部講義はオン

デマンドで学ぶことが出来ました． 

行動計量学会のセミナーでは，毎回実務に役立

つ，実践的なテーマを取り上げてくださっており，

大変勉強になっています．末筆になりますが，講

師，実行委員会の先生方に深く感謝申し上げます．

ありがとうございました． 
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広報委員会より 

  広報委員会委員長      

鈴木 讓（大阪大学） 

 

Webページの変更・整備・更新 

 本学会理事会からの依頼，本学会会員からの申

請，他学会からの依頼で会員に有益な情報をWeb

ページに掲載する，もしくはメールで配信してい

ます（両方の場合もある）．同時にSNSでの発信

も行っています． 

 

メールニュースの配信 

 2022年11月, 12月, 2023年1月のメールニュ

ース（通）の内訳は以下のようになります． 

 11月 12月 1月 

本学会  会報原稿募

集 

会員の書籍 

会報原稿募集 

岡田研究助成 

春の合宿セミ

ナー 

公募（求

人，研究

費） 

2件 1件 1件 

関連学会・ 

イベント 

1件 3件 2件 

計 3件 6件 6件 

 

学会 Facebook/twitterをフォローしよう 

twitterでは，学会主催行事（大会，シンポジウ

ム，秋・春のセミナーなど），新着論文（和文，英

文）のタイトルなどを発信しています．  

https://twitter.com/bms_pr 

2023年2月1日現在，フォロワー数は804（3

ヶ月間で 22 増）です．Facebook（389 名がフォ

ロー中）でも，学会主催行事などについての情報

を掲載しています． 

https://www.facebook.com/BehaviormetricSocie

ty 

「フォロー」「リツイート」「いいね」「シェア」

をぜひともお願い致します．  

 

情報提供のお願い 

広報委員会では，本学会理事会の依頼で連絡す

る以外に，会員の方々からいただいた公募情報（求

人，研究費など），関連学会（イベント他）など，

他の会員に有益な情報を発信しています．広報依

頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

からお申し込みください．この他，会報の「会員

の著書など」に掲載する書籍の情報がございまし

たら，同じサイトからお申し込みください．その

際に，その書籍の画像ファイルを入力していただ

くことになります． 

 

 

【シリーズ海外レポート㉜】 

国際学会講演の思い出:  

Uncertainty in Artificial Intelligence 

鈴木 讓（大阪大学） 

 

若い方のレポートが続きましたので，私の方で

海外の体験談を書かせていただくことになりまし

た． 

 海外の長期の滞在は，Stanford 大学に 1 年半

（'95-'97, 電気通信普及財団），Brown大学に2ヶ

月（'98），Yale 大学に 1 年（'01-'02, 文部省在外

研究員）の3回行かせてもらっています．当時は，

大阪大学の数学科の講師か助教授くらいでした．

「お前は人に教える前に，もっと勉強してこい」

と言うことのようでした．長期滞在のことを書こ

うと思いましたが，写真が見当たらず，忘却して

いることも多いことがわかりました． 

そこで，今回は同じ海外でも，世話になった国

際会議Uncertain in Artificial Intelligence (UAI)

について，お伝えしたいと思います．現在は，機

械学習のトップ会議となっていますが，以前はベ

イジアンネットワーク（BN）やグラフィカルモデ

ルの研究集会でした．また，国際会議というより

は，米国からの参加が多い（特に Stanford と

UCLAの周辺）という印象でした． 

90年代初頭，博士論文が終わって，結果を何か

に応用できないかと思っていました．インターネ

ットもなく，メールも不達が多い時代でした．当

時，早稲田大学理工学部から明治通りを少し北に

行ったところに，コンピュータサイエンスの洋書

を扱う小さい本屋があって，そこでUAIのプロシ

ーディングス（'90, '91）に出くわしました．特に，

データから，BNの構造を推定するという問題に 
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強行突破で参加した  1993 年夏の国際会議   

（ICGA '93, UAI '93） 

UAI' 10に参加した植野真臣氏，David Heckerman

氏と著者 

 

興味を持ちました．そこで扱うBNは，各変数が

離散です．連続であれば，SEM（構造方程式モデ

ル）ということになります．情報量規準や周辺尤

度を計算して最適な構造を探索する問題です． 

 国際会議に投稿するのも採否結果を受け取るの

も，当時はすべて郵送でした．UAI '92 は reject

になりましたが，何とかWashington DC で開催

されたUAI '93でacceptになりました．同じ年の

夏にもうひとつの国際会議（ICGA '93）にも行き

ました．当時助手として勤務していた青山学院大

学では，年2回以上の海外出張を禁止していまし

た．また，科研費も海外出張には使えない時代で

した．処分覚悟で，自費でしたが，迷いはありま

せんでした． 

現地では，「A Construction of Bayesian 

Networks from Databases Based on an MDL 

Principle」というタイトルで，時間にすれば20分

くらい話をしました．当時は，在住の外国人も少

なく，英語といえば，市販の英語教材くらいしか

なく，生の英語に触れる機会がほとんどありませ

んでした．Bayes 統計のPeter Cheeseman や今

でも交流のあるWray Buntineが私に質問してく

れましたが，何を言っているかまったくわかりま

せんでした．英語に関しては，不安をもちました

が，その研究発表のことを思い出して，それ以来

努力を重ねています． 

その論文は，甲斐もあって，引用が250件を超

え，現在も引用が毎年10件程度増えています．ま

た，国内でも，植野真臣（電通大，前理事長），本

村陽一（産総研）といった方々が，私のそのUAI

の論文を土台に博士論文を書き，BN をメインの

研究テーマとして活躍されています． 

小舟の浮かぶSt.カタリナ島．遠方の赤い屋根の建物

がUAI '10の会場 

 

それから，UAIには何回か足を運びました．植

野先生が研究発表をされたUAI '10に，自分は研

究発表などせずに参加しました．清水昌平先生（滋

賀大）が LiNGAM のチュートリアルをされてい

たと思います．LA からフェリーで 1 時間くらい

のSt.カタリナ島で開催されました．日本からも5

名以上の方が参加されていました．UAIはaccept

が難しく，一緒に参加していたJudea Pearl教授

（UCLA）も，設立したメンバーであるにもかか

わらず，「なかなか通らない」とこぼしていました． 

最近では，2017 年の夏に開催された UAI '17

で論文がacceptになって，Sydneyまで発表しに

行きました．「Branch and Bound for Regular 

Bayesian Network Structure Learning」という

タイトルの論文で，情報量規準や周辺尤度を用い

て構造を探索する際に分枝限定法という最適化で

用いる手法を適用することを提案しています．

UAIでの登壇は，UAI '93から24年ぶりでした．

参加者の中で，最年長であったかもしれません． 
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UAI '17 の会場となった Sydney のウオーターフロ

ントの会議場 

 

最後に，国際会議での研究発表は，刺激があり，

有意義です．場合によっては，飛躍への足がかり

になったりします．老婆心ながら，本学会の若い

方の活発な海外進出を期待しています． 

Sydney のバンケットの定番，オペラハウスを見な

がらのディナークルーズ 

 

鈴木 讓 

（すずき・じょう）  

大阪大学大学院基礎工学研究

科教授  

早稲田大学理工学部卒．早稲田大学大

学院修了，博士（工学）．早稲田大学

助手，青山学院大学助手を経て，1994

年に大阪大学講師に着任．理学研究科

准教授を経て，2017年より現職．この間，Stanford大学（1995-

1997），Yale大学（2001-2002）の客員研究員．日本行動計量

学会 理事（2018-），運営委員会委員長（2018-2021）．

BehaviormetrikaのCoordinate Editor． 

 

 

2022年度日本行動計量学会総会議事録 
日時：2022年8月30日（水）13:45～14:45 

場所：沖縄県市町村自治会館／オンライン 

 

1. 開会の辞 

 菊地事務局長より，開会の挨拶があった． 

2. 大会開催校代表挨拶 

 文教大学の中島滋学長より，事前収録による挨

拶があった． 

3. 学会理事長挨拶 

 狩野理事長より，挨拶があった． 

4. 議長選出 

 文教大学の浅川雅美会員が選出された． 

5. 報告および議事 

(1) 2021年度事業報告及び決算報告 

 菊地事務局長より，2021年度事業報告および決

算報告が行われた．続いて，村上監事より，決算

報告について 2022 年 6 月 7 日にオンラインで監

事 2 名による監査を行い，事実に相違ないこと，

理事会および各種委員会は適切に運営されている

ことが報告され，すべて承認された． 

(2) 2022年度事業計画及び予算案 

 菊地事務局長より，2022年度事業計画および予

算案の説明があり，承認された． 

(3) 名誉会員推薦 

 今泉選考委員長より，理事会が推薦する千野直

仁会員，故・高倉節子会員が紹介され，承認され

た． 

6. 柳井レクチャー 

 菊地事務局長より，講演者の木下冨雄名誉会員

が紹介された． 

7. 岡太彬訓研究助成 

 繁桝選考委員長より，助成対象者の堤瑛美子会

員とその研究テーマが紹介された． 

8. 学会賞授与 

 今泉選考委員長より，学会賞受賞者とその授賞

理由の報告があった．功績賞を竹村和久会員，優

秀賞を山本倫生会員，奨励賞を財津亘会員，出版

賞を鈴木督久会員に授与する発表があり，狩野理

事長より賞状および副賞が授与された． 

9. 次期大会開催校代表挨拶 

 次期の横山大会実行委員長より，第 51 回大会

は，青山学院大学青山キャンパスで 2023 年 8 月

28日～31日に開催予定であることが報告された． 

10. 大会実行委員長挨拶 

 森大会実行委員長より，挨拶があった． 

11. 閉会の辞 

 菊地事務局長より，閉会の挨拶があった．  
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特別会計(別口座） 期首 支出 1反入一 －~爾茉一~ ｜＝~一一一~~~書蒲著一一 一一

~－－－－~｡－一丁湿面角'一万雨元洞|司霜實布芳育7蓉種雰實誘再7犀~~’2,706,050円| 151 ,320円
， 15万円を一般会計より積立

66,345円I 30㈱660円 27円 35,712円奨励賞3万円1名
397,450円I 50,660円’ 0円 346,790円出版賞5万円1件
496.760円’ 100}660円I 50㈱000円 446,100円講演者1名10万円、ご寄付
5}937､798円’ 0円！ 51円’ 5,937.849円
817,206円’ 120,202円 8円’ 697,012円|名簿作成

功績賞10万円1名~て 優秀賞5万両T拝で

15万円を一般会計より積立
2,706,050円 151 ,320円 150,024円 2｜704,754円学会賞基金(林知己夫賞）

学会賞基金(肥田野･水野賞）

|学会賞基金(杉山賞）
|柳井レクチャー基金
|学会活動積立金

|会員名簿作成費積立金

科研費で発生した支出入、利子､残金を

含む
事務局整備積立金 I

h
6,156,703円 1 ,663,033円 1 ,747,180円 6,240,850円

国際情報発信強化(2018～2022年度)、

2019年度と2021年度の科研費の残金

83‘427円を事務局整備積立金に振替、

2022年度に返金予定

科学研究費補助金 0円 1,766！780円 1,766｜780円 0円

岡太研究助成 一一崖 2,092.942円 221 .826円’ 2,314,768円|Springer印税のご寄付0円
■■■■■■■■■■■

~

日本行動計量学会 自2021年4月1日

至2022年3月31日

§潅評 羊露、
会計監査の結果､事実の通り、相違ないことを証します。

2022年も月り 日 監事

村｣二 蔭②



収入 2022年度予算 2021年度実績 予実差異
前年度繰越金 14,448,527 9,141,077 △ 5,307,450
前年度事業未払繰越金 1,215,865 0 △ 1,215,865
学会費 5,300,000 5,566,000 266,000
学会費（次年度以降前受け分） 1,800,000 1,971,000 171,000
学会誌売上金 100,000 96,000 △ 4,000
広告費 360,000 300,000 △ 60,000
預金利子 50 58 8
Behaviormetrika印税 1,519,291 1,819,376 300,085
著作権料 8,000 8,066 66
雑収入 0 0 0
各委員会からの返還金等 0 4,807,913 4,807,913
学会活動積立金取り崩し 0 0 0
事務局整備積立金取り崩し 0 0 0
会員名簿発行積立金取り崩し 0 0 0

計 24,751,733円 23,709,490円 △ 1,042,243円

支出 2022年度予算 2021年度実績 予実差異
前年度事業未払分 1,215,865 0 △ 1,215,865
学会誌制作費和文誌49-2 1,300,000 547,531 △ 752,469
学会誌制作費和文誌50-1 1,300,000 0 △ 1,300,000
学会誌制作費欧文誌50 2,750,000 2,750,000 0
シンポジウム・セミナー費用 300,000 60,440 △ 239,560
各委員会活動費 450,000 450,000 0
研究部会費 50,000 100,000 50,000
学会事務委託費 1,800,000 1,601,613 △ 198,387
印刷費等 5,000 0 △ 5,000
会報発行費 900,000 870,950 △ 29,050
欧文誌郵送費 11,000 6,994 △ 4,006
通信費 30,000 7,458 △ 22,542
インターネット利用料 50,000 8,800 △ 41,200
消耗品費 5,000 4,430 △ 570
会合費 50,000 0 △ 50,000
雑費 50,000 40,265 △ 9,735
インターネットバンキング利用料 26,400 26,400 0
学会誌保管料等 88,000 88,000 0
J-stageデータ作成 300,000 513,590 213,590
大会運営費 500,000 481,467 △ 18,533
大会準備金 300,000 300,000 0
予備費 13,088,968 0 △ 13,088,968
各種分担金 30,000 30,000 0
会員名簿作成 0 0 0
学会活動積立金 0 0 0
事務局整備積立金 0 0 0
学会賞基金積立金 150,000 150,000 0
会員名簿作成費積立金 0 0 0
カード手数料 1,500 450 △ 1,050
その他 0 6,710 6,710
当年度事業未払繰越金 0 1,215,865 1,215,865
次年度への繰越金 14,448,527 14,448,527

計 24,751,733円 23,709,490円 △ 1,042,243円

特別会計（別口座）　　　 期首 支出 収入 期末

学会賞基金（林知己夫賞） 2,704,754円 150,000円 150,000円 2,704,754円

学会賞基金（肥田野・水野賞） 35,712円 30,000円 0円 5,712円
学会賞基金（杉山賞） 346,790円 50,000円 0円 296,790円
柳井レクチャー基金 446,100円 50,000円 0円 396,100円
学会活動積立金 5,937,849円 0円 0円 5,937,849円
会員名簿作成費積立金 697,012円 0円 0円 697,012円

事務局整備積立金 6,240,850円 83,427円 0円 6,157,423円

科学研究費補助金 0円 1,800,000円 1,800,000円 0円

岡太研究助成 2,314,768円 200,000円 0円 2,114,768円

日本行動計量学会 自 2022年4月1日
至 2023年3月31日

国際情報発信強化（2018～2022年度）、
2022年度交付分

15万円を学会賞基金（林知己夫賞）に積立

備考

功績賞10万円1名、優秀賞5万円1件、
15万円を一般会計より積立

出版賞5万円1件

日本行動計量学会2022年度予算
備考

1号あたり3ページ

滞納分支払いを含む
前受け分

2021年分

セミナー準備金40万円（1回20万円x2）を含む

講演者1名5万円

統計関連学会連合3万円

和文48-2以降、第50回大会抄録集

学会名義の銀行口座

会報4号分

250万円＋消費税10%

研究部会1件（5万円）

和文49-1
備考

2019年度と2021年度の科研費残金
83,427円を返還予定

SSL関連費用（隔年）、ドメイン名維持費

和文、欧文、運営（各15万円）

第50回大会業務委託基本料、Web運営費用

学会賞関係文房具

奨励賞3万円1名

研究助成20万円1名

第51回大会分
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理事会議事録 
日本行動計量学会2022年度第1回理事会議事録 

 

日時：2022年7月1日（金）9:30～12:30 

場所：オンラインによる開催 

 

議事進行：狩野裕理事長 

 

理事出席者：岩崎学，植野真臣，宇都雅輝，大森

拓哉，岡太彬訓，尾崎幸謙，狩野裕，菊地賢

一，小杉考司，椎名久美子，繁桝算男，清水

裕士，鈴木讓，鈴木督久，竹村和久，芳賀麻

誉美，橋本貴充（書記），藤田泰昌，星野崇

宏，山田剛史，山本倫生，横山暁，吉野諒三 

（23名），委任状5名 

監事出席者：村上隆 

陪席者：今泉忠（学会賞選考委員長），森一将

（第50回大会実行委員長） 

 

資料 

1. 2021年度第5回理事会議事録案 

2. 名誉会員・学会賞 

  2-1. 学会賞・名誉会員推薦と申し送り 

  2-2. 学会賞選考委員 

3. 第50回大会 

  3-1. タイムテーブル 

  3-2. 発表題目 

4. 2021年度決算案・2022年度予算案 

  4-1. 2021年度決算案 

  4-2. 2022年度予算案 

5. 総会関係 

  5-1. 2022年度総会議事次第 

  5-2. 2021年度事業報告 

  5-3. 2022年度事業計画案 

6. 岡太研究助成関係書式 

  6-1. 研究成果報告書 

  6-2. 会計報告書 

7. 和文誌編集委員会報告 

8. 欧文誌編集委員会報告 

9. 運営委員会報告 

  9-1. 報告事項・審議事項 

  9-2. 第24回春の合宿セミナー実施報告 

  9-3. 第24回春の合宿セミナー収支報告 

10. 広報委員会報告 

11. 入退会リスト 

 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権26名（理事出

席 21 名，委任状 5 名）であり，理事会が成立し

ていることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1 にもとづき，2021 年度第 5 回理事会

の議事録が承認された． 

 

2. 名誉会員・学会賞 

今泉学会賞選考委員長より，資料 2-1 にもと

づき，学会賞受賞者の候補が提案され，候補者

の経歴や行動計量学分野の研究業績などが議論

された後，承認された． 

続いて，資料 2-1 にもとづき，名誉会員とし

て総会に推薦する候補が提案され，承認された．

なお，選考中に逝去された候補者を推薦するこ

とについて議論があった．これまでに総会で承

認される前に逝去された前例もあることから，

今回も選考過程がある程度進んでいる段階で逝

去されたため，そのまま推薦することとなった． 

また，肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）の副

賞の原資となる基金が 2022 年度で枯渇するこ

とが報告され，今後のあり方について近いうち

に議論されることとなった． 

 

3. 第50回大会 

森第 50 回大会実行委員長より，資料 3 にも

とづき，大会プログラムの概要が報告された．

助成金の条件を満たすために，大会シンポジウ

ムを市民講演会として公開する方向で検討して

いることが報告された．また，エクスカーショ

ンについて説明があった．理事会や委員会など

の対面の会議は，COVID-19の感染拡大状況を

鑑み，大会期間中には原則として開催しない方

針が確認された．開催が必要な委員会は，対面・

オンライン・ハイブリッドの別によらず早急に

大会実行委員会に申し出ることとなった． 

大森実行委員より，企業賛助の件数がまだ少

ないので，可能な範囲に呼びかけていただくよ

う依頼があった． 

 

4. 第49回大会 

大森第 49 回大会実行副委員長より，剰余金

を使った大会申込システム改修が進行中である

ことが報告された． 
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5. 第51回大会 

竹村大会担当委員長の代理として狩野理事長

より，第 51 回大会は青山学院大学青山キャン

パスにて開催予定であることが報告され，承認

された． 

 

6. 2021年度決算案・監査報告・2022年度予算案 

椎名担当理事より，資料4-1にもとづき，2021

年度決算について説明があった． 

村上監事より，監事監査を行い決算に間違い

のなかったことや学会の運営が適切に行われて

いることが報告された．質疑応答の後，2021年

度決算が承認された．収入のうち，各委員会か

らの返還金等について，次年度以降，備考欄に

内訳を記載することが検討された． 

椎名担当理事より，資料4-2にもとづき，2022

年度予算案について説明があり，承認された． 

 

7. 総会関係 

菊地事務局長より，資料5にもとづき，総会

議事次第，2021 年度事業報告，2022 年度事業

計画案について説明があった． 

 

8. 学会創設50周年記念事業 

狩野理事長より，学会創設 50 周年記念事業

推進委員会を立ち上げ，イノベーション委員会・

資料アーカイブス委員会・柳井レクチャー委員

会の各委員長をメンバーとし，理事長を委員長

とすることが提案され，承認された． 

 

9. 岡太研究助成 

繁桝理事より，2022年度の選考結果が報告さ

れた．資料6にもとづき，研究成果報告書およ

び会計報告書の書式が提案され，承認された．

繁桝理事より，2023年度の選考に向けた体制を

秋以降に整備する必要性が指摘された． 

 

10. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料7にもとづ

き，現在の審査状況について報告があった．投

稿本数が増加傾向にあることから，電子的な査

読システムの導入を検討する必要性が指摘され

た． 

植野欧文誌編集委員長より，資料8にもとづ

き，Vol.49 No.2の概要，現在の投稿状況につい

て報告があった．特集号（Vol.50 No.2）の企画

が提案され承認された． 

 

・運営委員会 

芳賀委員長より，資料9にもとづき，第24回

春の合宿セミナーの実施結果，2022秋の行動計

量セミナーの計画，2022 年度の研究部会の数，

第25回春の合宿セミナーの計画が報告された．

2022 秋の行動計量セミナーの事前準備金をセ

ミナー実行委員会に預けることが提案され，準

備金の額については理事長や事務局と調整する

ことになった．小グループ研究部会の規約改正，

会員限定イベントの開催についても議論され，

継続審議となった．また，行動計量シンポジウ

ムの企画の提案が呼びかけられた． 

 

・広報委員会 

鈴木讓委員長より，資料10にもとづき，会報

の発行状況が報告された．学会 Web サイトに

おける過去のメールニュースのアーカイブの公

開を廃止することが報告された．広報委員会へ

の委員1名の追加が提案され承認された． 

 

・組織検討委員会 

繁桝委員長より，検討すべき事項があれば連

絡してほしいことが呼びかけられた． 

 

・資料アーカイブス委員会 

鈴木督久委員長より，学会発足直前の4年間

に4回行われた行動計量学シンポジウムについ

て，抄録集などの発表資料を保存のために探し

ていることが報告され，情報提供が呼びかけら

れた． 

 

・イノベーション委員会 

岡太委員長より，50周年記念論文誌の投稿状

況が報告された． 

 

・事務局 

菊地事務局長より，資料 11 にもとづき，入

会，退会，種別変更の申請が報告された．情報

が不足している入会希望者1名については事務

局に一任することとされた．他は承認された．

準会員から正会員への種別変更を失念していた

会員については，種別変更の際に，遡って正会

員と準会員の年会費の差額を請求することとな

った． 
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11. その他 

・次回理事会は9月以降にオンラインにて開催さ

れる予定である． 

以上 

 

 

学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2022年 

11月7日 

第25回情報論的学

習理論ワークショッ

プ （IBIS2022） 

2022 年 11

月 20 日-23

日 

（2022 年 8 月 20 日～2022 年 11 月7 日承認の

もの） 

 

 

会員の著書等 

 

山田剛史・金森保智（編著）『エピソードで学ぶ統

計リテラシー―高校から大学，社会へとつながる

データサイエンス入門』，北大路書房，2022年11

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冨高辰一郎（著）『なぜ抑うつは指数分布に従う

のか』，星和書店，2022年11月 

 

 

 

戸川和成（著）『首都・東京の都市政策とソーシャ

ル・キャピタル―地域振興と市民活動政策のQOL

を高め，23区格差を改善するガバナンスの実現』，

晃洋書房，2022年11月 

 

 

 

生田目崇（著）『データサイエンス（やさしく知り

たい先端科学シリーズ10）』，創元社，2022年11

月 
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Takashi Inoguchi（著）『Typology of Asian 

Societies: Bottom-Up Perspective and Evidence-

Based Approach』，Springer Nature Singapore 

Pte Ltd.，2022年12月 

 

 

 

 

Haruhiko Ogasawara（著）『Expository moments 

for pseudo distributions 』，Springer Nature 

Singapore Pte Ltd.，2022年12月 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 
（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

（JOI） DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defa

ult.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

（ISSN）0385-7417（print version） 

（ISSN）1349-6964（electronic version） 

 

 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY


 

 

 

日本行動計量学会会報 第 176号                                 2023年 3月 1日 

14 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧文

誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計量

学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）に

遡って電子化し，JST で運用している電子アーカ

イブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公開）

しております．電子アーカイブ化・公開には，創

刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公開）

の同意を論文著者から得る必要があります．1999

年の総会以降刊行された論文については，著作権

は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明確に

定められましたが，それ以前に掲載された記事等

の著作権は，明確に定められておりませんでした．

電子化し公開するに当たっては，各論文の著者全

員に，本学会への著作権委譲についての文面をお

送りし，多くの著者のご了解をいただきました．

現在までにお返事をいただいていない著者の論文

は，本来は著者からの権利委譲を待つべきですが，

「行動計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体

の研究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考え

て，すでに電子化公開しております．著作権委譲

についてお返事をいただいていない著者で，電子

化し公開することが不都合とお考えの方は，和文

誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご連絡下さ

るようお願いいたします．公開を中止するなど，

学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

https://bms.gr.jp/journals/copyright/ 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月発

行のVolume 44, Number 1よりシュプリンガー・

ジャパン社からの出版になりました．これに伴っ

てVolume 44, Number 1以降はシュプリンガー・

ジャパン社のWeb siteにおいて公開されます（非

会員には有償）．Volume 43, Number 2以前に掲

載された論文は，従来通り JSTで運用している電

子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公開され

ます． 

 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2023年1月31日現在） 

正会員       ： 840名 （海外4含む） 

準会員       ： 116名  

名誉会員      ： 26名  

賛助会員      ： 19社  

シニア会員     ： 34名  

計         ： 1035名  

学会誌等寄贈先 ： 4件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj   パスワード：1973 
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求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じてメールニュー

スの記事としての掲載および学会ホームページか

らのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書（会報発行日に出版後 2 年を経過しないもの）

など，会員の皆様から原稿を募集しております．

広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞は，過去3年程度の間に会

員によって刊行された優れた図書の著者・訳者が

対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せ下さいますようお願いいたします．なお，会員

の方がご自身で出版された著書についてご連絡い

ただく際には，書誌情報とともに（出版社から入

手した）書影を後日お送りいただきますので，ご

準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々月

の末日まで（次号177号の場合には4月末日）に

お寄せいただければ，直近号に掲載することが可

能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申し上げます． 

不明な点などございましたら，上述の広報依頼

の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

年度末のお忙しい中にもかかわらず，今号にご

寄稿下さった方々に，この場を借りて御礼申し上

げます．ありがとうございました．  

国内外の学術大会においても，対面形式を取り

入れる大会が多くなってきました．このままコロ

ナが沈静化していくことを願うばかりです． 

会員の皆様方で，エッセイ，ご意見，ご要望，

その他会報に掲載すべきと思われる情報などござ

いましたら広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

より，ご連絡下さい．ご寄稿をお待ちしておりま

す． 

（ふじた たいすけ，藤田 泰昌） 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：鈴木讓 

会報作成担当：藤田泰昌，荒井紀一郎，石橋敬介，

稲水伸行，岩間徳兼，上野雄史，

岡田陽介，久保沙織，水師裕， 

鈴木宏哉，登藤直弥，袰岩晶， 

元山斉 

相談役：尾崎幸謙 
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